
コース

授業
じゅぎょう

科目
かもく

名
めい

対象
たいしょう

学生
がくせい

単位
たんい

数
すう

授業
じゅぎょう

の概要
がいよう

到達
とうたつ

目標
もくひょう

〔テーマ〕 秋
あき

入学
にゅうがく

・死刑
しけい

制度
せいど

・原子力
げんしりょく

発電
はつでん

など

〔進
すす

め方
かた

〕 ①文献
ぶんけん

・資料
しりょう

などのデータを収集
しゅうしゅう

し・分析
ぶんせき

する。

②アイデアをマッピングする。

③論理
ろんり

を構成
こうせい

する

④ディベート・マッチ

⑤評価
ひょうか

と反省
はんせい

テーマごとに上記
じょうき

の進
すす

め方
かた

により、授業
じゅぎょう

を行
おこ

なう。

１つのグループは３～５名
な

を想定
そうてい

しているが、受講生
じゅこうせい

数
すう

によって変更
へんこう

する可能性
かのうせい

がある。

授業
じゅぎょう

形式
けいしき グループに分

わ

かれて、テーマを決
き

め、資料
しりょう

・データを収集
しゅうしゅう

し、立論
りつろん

・反論
はんろん

の技法
ぎほう

を学
まな

ぶ

評価
ひょうか

方法
ほうほう

教科書
きょうかしょ

ありません。

その他
た

授業
じゅぎょう

内容
ないよう

ディベートマッチを中心
ちゅうしん

にそれに至
いた

るまでのプロセスも含
ふく

めて総合的
そうごうてき

に評価
ひょうか

する。

短期
たんき

留学
りゅうがく

プログラム

日本語
にほんご

５（会話
かいわ

）

短期
たんき

留学プログラム生
せい

１単位
たんい

日本語
にほんご

によるディスカッションとディベートを行
おこ

なう。

１．たいていの講義
こうぎ

・議論
ぎろん

・ディベートが比較的
ひかくてき

容易
ようい

に理解
りかい

できる。２．複雑
ふくざつ

な内容
ないよう

を明
め

確
いかく

かつ詳細
しょうさい

に述
の

べることができる。３．正確
せいかく

に自分
じぶん

の考
かんが

えや意見
いけん

を表現
ひょうげん

できる。



１つのグループは３～５名
な

を想定
そうてい

しているが、受講生
じゅこうせい

数
すう

によって変更
へんこう

する可能性
かのうせい

がある。


